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事
業
の
概
要

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 1〉 開催の目的

１ ． 開催概要

〈 2〉 ワーク ショ ッ プ名及びテーマ

〈 4〉 会場

〈 3〉 開催日時

〈 6〉 スタ ッ フ 及びフ ァ シリ テータ ー

〈 5〉 参加人数

　 新潟市が目指す姿の実現に向けた取り 組みを 示す最上位計画の次期新潟市

総合計画策定に係り 、 こ れから のまち づく り の方針や取り 組みの方向性につ

いて、 多様多世代な市民から の意見を 取り 入れる こ と を テ ーマ に、 ワーク

ショ ッ プを開催する。

みんなで考え、 みんなで創る 2030 年の新潟市

〜より 住みよく 暮ら し たいまちにするために〜

2021 年 11 月 7 日（ 日）　 13： 30 〜 16： 00（ 2.5 時間）

新潟ユニゾンプラ ザ　 大研修室（ 新潟市中央区上所 2 丁目 2 番 2 号）

多様多世代な参加者 、 計 36 名（ 公募： 3 名、 属性別募集： 33 名）

※次頁に詳細を掲載

・ メ イ ンフ ァ シリ テータ ー： 大滝　 聡

・ サブフ ァ シリ テータ ー： 山賀昌子

・ テーブルフ ァ シリ テータ ー： 横尾文子、 成田倫史、 長谷川敏栄、 丸藤文子、

知野孝子

・ 記録（ カ メ ラ マン）： 坂本裕一

・ 事務担当： 佐野智香、 野澤葉子　

当日の会場風景



 

（１）転入者 

（２）外国人 

（３）障がい者、または障がい者の支援団体の方 

（４）勤労者（会社員や自営業者等） 

（５）農業者 

（６）LGBT 

（７）大学生 

（８）公募参加者（高校生含む） 
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業
の
概
要

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

新潟市中央区上所2丁目2番2号

新潟ユニゾンプラザ　 大研修室

ワーク ショ ッ プ

主催： 新潟市

企画・ 運営： NPO法人まちづくり学校

13:15までに会場へお越しく ださ い

11月7日（ 日） | 13:30-16:00

 みん な で 考 え 、 みん な で 創 る 2 0 3 0 年 の 新 潟 市

～よ り 住みよ く 暮ら し た い ま ち に す る た めに～

みんなで新潟市の

ミライをかたる

白山駅

至女池 I.C 至桜木 I.C

JR 越後線

信濃川

県庁

市役所

◆新潟駅万代口（ ８ 番のり ば） から 路線バス で約 15 分　 ユニゾン プ ラ ザ前で 下車

◆駐車場あり

参加者に送っ たワーク ショ ッ プの招待状 & チラ シ（ 表面）

5
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事
業
の
概
要

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

このたびは、 ワークショ ップにご参加いただき 、

誠にありがとうございます。

下記のとおり 、 ご招待さ せていただきます。

新潟市の未来をみんなで考え、 みんなで創るために、

当日は、 多く の人たちと 熱い思いを語り 合いましょう！

心よりお待ちしております。

新潟市長　 中原 八一

No.

様

1 . こ のワーク ショ ッ プは時間（ 2 0 分間） を

区切っ てメ ンバーを 入れ替え、 3 回違っ

た顔ぶれでグループでの意見交換を 行い

ます。

2 . 大切な意見は必ず模造紙にマーカ ーで記

録するよう にし てく ださ い。

3 . 人の意見を 否定し ないで、 アイ ディ アを

ど んど ん付け足し ていく よ う な話し 合い

になるよう にご協力く ださ い。

4 . 時間になっ たら テ ーブ ルの中のどなたか

一人を 残し て、 メ ン バーは他のテーブル

に移動し てく ださ い。

5 . ワーク ショ ッ プは３ ラ ウン ド まで行いま

す。 ３ ラ ウンド が終了し まし たら 、各テー

ブルのポイ ント を発表し ていただき ます。

Rules and etiquette

1 3 :3 0

1 4 :0 0

1 4 :2 0

1 4 :2 5

1 4 :4 5

1 4 :5 5

1 5 :0 0

1 5 :0 5

1 5 :2 5

1 5 :4 5

1 6 :0 0

オープニング

ワーク ショ ッ プ １ ラ ウンド

席替え

ワーク ショ ッ プ ２ ラ ウンド

休憩

「 新潟市の魅力」 まと め結果の発表

席替え

ワーク ショ ッ プ ３ ラ ウンド

全体発表

ク ロージング～記念撮影

終了

テーマ： 住み続けたい、 暮ら し 続けたいまちと は

テーマ： 新潟市にはどれく ら いその条件が当てはまる か

主催者挨拶、 趣旨説明、 総合計画の概要説明、 他

肩慣ら し ワーク で出し ていただいた意見の集約

テーマ： 2 0 3 0 年に向け新潟市が目指すべき 方向と は

各グループで行われた話し 合いのポイ ント を発表

ふり かえり シート の記入、 挨拶、 全員の記念撮影

ルールと エ チケッ ト

タ イ ムテ ーブ ル

招待状

問い合わせ先

新潟市政策企画部 政策調整課

電話： 025-226-2066
E-Ma il： seic ho@c ity.niiga ta .lg .jp

Inv itation

T im etab le

テーマ： あなたが感じ ている新潟市の魅力

1 2 :4 5 　 受付開始（ 受付後、 肩慣ら し ワーク へ）

※詳し い説明は、 別紙配付し ている当日プログラ ムをご覧く ださ い。

また当日は会場の暖房が工事中のため、 寒い可能性があり ます。

暖かい服装でおいでく ださ い。

参加者に送っ たワーク ショ ッ プの招待状 & チラ シ（ 裏面）

6
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ッ
プ

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

オープニン グ

ワーク ショ ッ プ  １ ラ ウンド

席替え

ワーク ショ ッ プ  2 ラ ウンド

休憩（ 1 0 分）

「 新潟市の魅力」 まと め結果の発表

席替え

ワーク ショ ッ プ  3 ラ ウンド

全体発表（ 各グループ 2 分）

ク ロ ージン グ

終了

ワーク ショ ッ プ

 みん な で 考 え 、 みん な で 創 る 2 0 3 0 年 の 新 潟 市

～よ り 住 みよ く 暮 ら し た い ま ち に する た め に～  

みんなで新潟市の

ミライをかたる

1 2： 4 5

　 　 　 　

1 3： 3 0

1 4： 0 0

1 4： 2 0

1 4： 2 5

1 4： 4 5

1 4： 5 5

1 5： 0 0

1 5： 0 5

1 5： 2 5

1 5： 4 5

1 6： 0 0

　 　 　 　

当日プログラム

受付開始

肩慣ら し ワーク

主催： 新潟市

企画・ 運営： NPO法人まちづくり学校

主催者挨拶、趣旨説明、総合計画の概要説明、ワークショ ッ プの解説

ふり かえり シート の記入、主催者挨拶、全員の記念写真撮影

お一人を残し 、他の方は別のグループへバラバラにご 移動く ださ い。

お一人を残し 、他の方は別のグループへバラバラにご 移動く ださ い。

肩慣らし ワークで出していただいた意見のまと めをスタッフ がご紹介し ます。

●話し 合いのテーマ： あなたにとって住み続けたい、暮らし 続けたいと 思えるまちって
　 　 　 　 　 　 　 　  　 どんなまちでしょ う

こ のこと についてグループメ ンバーと 意見交換をしてく ださ い。

●話し 合いのテーマ： 新潟市はどれく らいそう し た住み続けたい、暮らし 続けたいと
                               　 思えるまちになっているでしょ う か

●話し 合いのテーマ： 203 0 年を見据え、新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向
　 　 　 　 　 　 　 　  　 かう べきでしょ う か

各グループで行われた話し 合いのポイント を発表し ます。

受付が終わり まし たら 、「 あなたが感じ ている新潟市の魅力」 を 付箋に書いて、

スタッフが指示するボード の模造紙に貼り 付けてく ださ い。何枚でも 結構です。

貼り 終えたら 、10島あるグループのお好きな場所にご着席く ださ い。

※ワークショ ッ プは2 0 分で時間を区切って、グループメ ンバーを交代し ながら3ラ
ウンド まで行います。こ れはできるだけ多く の方と 意見交換をしていただきたい
と 考えているためです。

Program

２ ． ワーク ショ ッ プ

〈 1〉 当日プログラ ム

7
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プ

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 3〉 肩慣ら し ワーク

〈 2〉 感染症対策を施し た受付対応

　 肩慣ら し ワーク と いう のは、 受付が終了し たら 会場に入る場所で、「 あなた

が感じ ている 新潟市の魅力」 を 付箋に書いていただいてそれを貼り 出し 、 本

編のワーク ショ ッ プの参考にし ても ら う ための導入作業を指し ている。

　 ※新潟市の魅力の結果は、 16P-17P に掲載

　 新型コ ロ ナ感染症対策を 徹底さ せるために、 受付の前に消毒と 体温測定の

コ ーナーを 設置。 また受付後には感染症対策チェ ッ ク リ スト にも 記入いただ

いてから 会場に入る流れを作っ た。

新型コロナウイルス対策について

〈 運営側（ スタッフ ） の対応〉

〈 参加者の皆さ んへのお願い〉

○スタッ フはマスク 着用と とも に手洗いと 消毒を随時行

う と とも に、 アナウンスはマイクを 使用し 、 大きな声

での呼びかけは行いません。

○会場では休憩時などに換気を行います。

○多く の方が頻繁に手に触れる箇所は消毒を行います。

○ワークショ ップではマスクの着用をお願いいたし ます。

○入場時に体温測定と 手指の消毒にご 協力く ださ い。

○受付時に感染症対策チェックリスト にご 記入いただき

ます。

○大きな声での発言はお控えく ださ いますよう お願いい

たし ます。

○飲食物は提供いたし ませんので、 水分補給等はご 自

身でご用意く ださい。

感染症対策について参加者に通知し たお願い文書（ 右）

感染症対策コ ーナーと 受付風景

会場入口に設けた肩慣ら し ワーク のコ ーナー

8
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プ

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

新潟市の概要について

2 3

新潟市総合計画について

4

新潟市総合計画について

次期総合計画について

● Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ

今のう ちに友達登録 ＆
アンケート 開始後はぜひご意見を！

新潟市公式

LINE

計画策定に皆さ まのご意見を! !

ＬＩＮＥアンケートについて

5

〈 4〉 オープニング

主催者挨拶（ 坂井課長）

新潟市長の挨拶動画

①主催者挨拶、 趣旨説明

②新潟市の概要と 次期総合計画の説明スラ イ ド 資料

9
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

ワーク ショ ッ プ

みんなで新潟市の

ミライをかたる

 みん な で 考 え 、みん な で 創 る 2 0 3 0 年 の 新 潟 市

～よ り 住 みよ く 暮ら し た い ま ち に す る た め に～

1

皆さ んの手助けをし てく れる 

スタ ッ フ の紹介

2

丸藤 文子 成田 倫史 長谷川 敏栄 知野 孝子

横尾 文子 坂本 裕一 山賀 昌子 大滝　 聡

3

ワーク ショ ッ プの手順を 

ご紹介し ます

4

こ の会場には、 1 0の

グループ があり 、 1つ

のグループは、 ５ 人で
構成さ れています。

5

こ のワーク ショ ッ プでは20分
で時間を 区切っ て 意見交換を
し て いた だき 、 グループメ ン
バーを 交代し ながら 3ラ ウンド
まで行います。

こ れは短い時間の中で、 でき るだけ多く の方と 意見交換を し
ていただき たいと 考えている ためです。

１ ラ ウンド
意見交換

（ 20分）

席替え 
（ シ ャ ッ フ ル）

※一人だ けを 残す

席替え 
（ シャ ッ フ ル）

※一人だけを 残す

２ ラ ウンド
意見交換

（ 20分）

３ ラ ウンド
意見交換

（ 20分）

6

２ ラ ウン ド 目の意見交換が終了
し たら 10分間休憩を 取り ます。

その後、 肩慣ら し ワーク で出し
ていただいた「 新潟市の魅力」
のまと めを 発表し てから 、 それ
も 参考に第３ ラ ウン ド の話し 合
いを 行っていただき ます。

7

３ ラ ウ ン ド が終了し た ら 、 グ
ループ ごと に発表し ていただき
ます。 発表時間は各２ 分以内で
お願いし ます。

発表さ れる方は、 １ ラ ウンド から
３ ラ ウンド まで、 どのよう な話し
合いが行われ、 何がポイント だっ
たかを端的にお聞かせく ださ い。

8

③スタ ッ フ 紹介と ワーク ショ ッ プの進め方の解説スラ イ ド 資料

10
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

ルールと エチケッ ト

9

① 全員がお好きな色のマーカーを１ 本持って、
大事だと 思えること を模造紙の上に記録して
く ださ い。

② 最初にテーブルホスト をお一人決めてく ださ
い。 この人は前のラウンド でどんな意見が出
たかを次に集まってく る人たちに伝える役目
を担い、 最後までそのテーブルに残り ます。

③ 人の意見を否定し ないで、 アイディ アをどん
どん付け足していく よう な話し 合いになるよ
う にご協力く ださ い。

10

各ラ ウンド の 

話し 合いテーマ

11

１ ラ ウンド のテーマ

あなたにと っ て住み続け

たい、 暮ら し 続けたいと

思えるまちっ てどんなま

ちでし ょ う

12

２ ラ ウンド のテーマ

新潟市はどれく ら いそう

し た住み続けたい、 暮ら

し 続けたいと 思えるまち

になっ ているでし ょ う か

13

３ ラ ウンド のテーマ

2 0 3 0 年を 見据え 、 新

潟市のまちづく り はどの

よう な方向に向かう べき

でし ょ う か

14

わから ないこ と があり まし たら
お近く のスタ ッ フ にお声がけく
ださ い。

それでは意見交換を

スタ ート さ せてく ださ い

15

解説時のスナッ プ

11
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 2〉 ワーク ショ ッ プのスナッ プ（ 全９ テーブル）

　 意見交換は、 第１ ラ ウン ド 〜第３ ラ ウ

ン ド まで、 メ ン バーを シャ ッ フ ルし なが

ら それぞれ 20 分間ずつ行っ た。

12

〈5〉
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 3〉 新潟市の魅力（ 肩慣ら し ワーク で出た意見の集約）

データ 集約の作業風景

その場で集約し た「 新潟市の魅力」

13
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 4〉 各テーブルの模造紙と 各班の発表

【 １ 班】

【 ２ 班】

【 ３ 班】

15
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

【 ４ 班】

【 ５ 班】
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

【 ６ 班】

【 ７ 班】

【 ８ 班】
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

【 ９ 班】

各班の発表のポイ ント を記録し た模造紙
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 テーマ1 〉 あなたにと っ て住み続けたい、 暮ら し 続けたいと 思えるまちっ てどんなまちか？

R1 理想のまち (修正) 1 ページ

No. 班 テーマに対する意見 集類した意見

① 8
みんな、若者にとって夢・希望がもてる町、多様性を受け入

れられるまちになれば暮らし続けたいまちになる。

みんなが夢や希望をもち、多様性を受け入れ

られるまち

8 治安が良いまち

8 ゆったりとした生活ができるまち。

4 コーヒーショップなど、なにげないコンテンツがある

4 非日常よりも、日常の幸せがある

4 ストレスがない

4 ゆったり過ごせる

4 ごはんがおいしい

4 美人が多く、美肌の人が多い

9
障がいへの理解が進み、受け入れられて、”一緒に暮らす”こ

とが普通になっている。

9
障がいがあっても好きなことができるよう、外出するサポート・

手段・手立てが十分に整っている。

8 子育てしやすいまち

4
子供を3人以上そだてるような、子供にやさしく、子育て環境

が整っている。

9
西蒲区の越前浜のように、食や自然環境が豊かで子育てしや

すいまち。

3 子どもたちだけで遊べる場がある

3 子どもたちが暮らしやすい

4 自然が多い

4 空がたかい

4 空気がきれい、においが違う

7
程よく田舎、程よく都会であるため、心も身体も居心地が良い

まち

7 都市と田園のバランスが良いまち

2 自然がいっぱいある。まちあるきが好き。

3 環境にやさしい

3 おもしろい所あってあきない

4 帰り道が楽しくなるような変化にとんだまち

4 好奇心があるまち

1
若い人にやさしいまちであってほしい。インドネシアでは中高

生のバス料金は半額か無料。

8
みんな、若者にとって夢・希望がもてる町、多様性を受け入

れられるまちになれば暮らし続けたいまちになる。

1 若い世代を支えるしくみがあるまちがいい。

9 若者が元気よく働ける・暮らせる。

3 よい専門学校、学ぶ場がある

4 やりたいことができる

8
やりたい事ができる。起業や仕事、ライフワーク以外の充実が

あると良い

9 自分の夢を（東京に出なくても）実現できるまち！

9 自分の意思で好きなことができる。

3 職場がたくさんある

7 生産する時代にあっているまち

3 女性が働きやすい

⑧

⑥

若者が夢や希望をもって、学び、働いているま

ち
⑦

自分のやりたいことが実現できるまち

好奇心をくすぐる変化に富んだ魅力のあるま

ち

⑨

障がいがあっても不自由なく暮らせるまち

④

③

②

働く場が充実していて、誰もが働きやすいまち

⑤

何気ない日常の幸せを感じるまち

環境にやさしく、豊かな自然を感じられるまち

子どもにやさしく、子育てしやすい環境が整っ

たまち

３ ． ワーク ショ ッ プで出さ れた意見のまと め

〈 1〉 テーマ１ ：「 あなたにと っ て住み続けたい、 暮ら し 続けたいと 思える

まちと はどんなまちか？」
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

R1 理想のまち (修正) 1 ページ

8
やりたい事ができる。起業や仕事、ライフワーク以外の充実が

あると良い

9 自分の夢を（東京に出なくても）実現できるまち！

9 自分の意思で好きなことができる。

3 職場がたくさんある

7 生産する時代にあっているまち

3 女性が働きやすい

⑧ 自分のやりたいことが実現できるまち

⑨ 働く場が充実していて、誰もが働きやすいまち〈 テーマ1 〉 あなたにと っ て住み続けたい、 暮ら し 続けたいと 思える まちっ てどんなまち か？

R1 理想のまち (修正) 2 ページ

4 東京へのアクセスがよい（車で4時間、新幹線で2時間）

7 都市（東京）への交通便は良いまち

7
東京より移住し、時給自足で生活をしているがとても住みや

すいまち

8 他地域、都会（東京とか）にもすぐ行けるまち。

6 ビジネスと暮らしのバランスが取れる。

7 都市と田園のバランスが良いまち

4 移住→家賃などが安いIターン

3 生産する時代にあっているまち

5
人と人とのかかわりを保つ。人は人とふれあっているからこそ

生きていける。コミュニティが大切。

2 隣近所とうまく情報交換できるまちがいい

8
趣味などを通したコミュニティがあると、子供や仕事、仲間、

友人と地域活動ができ、住みやすいるまちになる

8 仲良くなれるコミュニティがあると良い。

9 インフォーマルサービスがある。 

8 思いやりのある地域、環境、人があるまち

3 公園が整備されている、ペットOK公園がある

3
歩道が整備されている、点字ブロックが整備されている（東区

にはない、万代は歩道をひろげている）

3 散歩する道がある

4 歩いて発見できるものがある

3 スポーツができる環境、施設

9 公共交通が充実している。

3 雪対策が施された除雪と歩道

9 インフラ整備が整っている。

8 ライフラインが充実しているまち（電車、バス、新幹線etc）

3 シニアカー、車いすに乗る時がくるのに対応

4 車社会でドアtoドア

3 運転免許がなくても動ける

8 コンパクトシティなまち

5 住み続けるメリットをこれから探していきたい。

6
いろんなところに住みたいから、住み続けなくてもいいのでは

ないか。ライフステージによって暮らすまちを選ぶのもいい。

その他⑭

⑩

⑪

⑫

⑬ 公共交通やインフラが整備されているまち

近隣の助け合いが充実しているコミュニティが

あるまち

公園や歩道などが充実し、環境が整備されて

いるまち

首都圏とのアクセスがよく、ビジネスと暮らしの

バランスがよいまち
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 2〉 テーマ２ ：「 新潟市はど れく ら いそう し た住み続けたい、 暮ら し 続け

たいと 思えるまちになっ ているか？」

No. 班 テーマに対する意見 集類した意見

3 新潟が一番住みやすい

4 どの世代でも暮らしやすい

4 移住者からすると住み続けたい

3 のんびり気を遣わず生活できる

8 新潟市は心も身体も居心地が良いと思う。

8
程よく田舎、程よく都会であるため、心も身体も居心地が良い

まち

8
住みやすい（時間・お金）ゆったりできる生活のため、実際に

追われていないし、まちの状況に危機感がない。

1
東京より移住し、時給自足で生活をしているがとても住みや

すいまち

9
新潟の人は親切。ちょうど良い具合に声をかけてくれる距離

感がいい。

8
思いやりのある地域、環境、人がたくさんいることを、他県の

人にも知ってもらいたい。

3 どこに行ってコンビニが多い

3 24時間安心に暮らせる（名古屋は専門店が多い）

6

東京では消費する暮らしをしていたが、新潟に戻ってきてか

ら古民家をリノベーションして自給自足の暮らしができつつあ

る。

6 新潟の魅力は、すぐに刺激がもらえるわけじゃないからよい。

4 共生社会になっていない。

3
みんな、若者にとって夢・希望がもてる町、多様性を受け入

れられるまちになれば暮らし続けたいまちになる。

6
昔(20年ほど前)に比べて、英語の看板が増えたことを実感し

ている。

5
外国人に対してあたたかな印象を受ける。港町だから新しい

ものを受け入れる土壌があるのではないか。

2

新潟在住の外国人に対して、言葉や異文化理解のサポート

があるまちがいい。医療や保育園利用など、何かあったら気

軽に相談できる人や場所がほしい。各種手続きや案内は文

章が分かりやすいと助かる。大学では、職員や友人がサポー

トしてくれるが、他は自分でやるしかなく、難しい。ネットで調

べるには限界がある。新潟市でサポートしてほしい。

9

視覚障がい者の独り歩きが難しく、行けるところが限られるの

が現状。（慣れているところを歩いているのでそれほど不便は

感じないが、もっと多様な手段によるサポートがあればもっと

自由に行動できる。）

9
障がい者への理解は５０％くらい。少しずつ理解は深まって

いると思う。

9
盲導犬の入店を拒否されることがあり、行動範囲が限られる

のが現状。 

8
地域、人によって子育てや障害者支援に差がある部分がある

ので、生活や地域行事に参加できる仕組みが必要。

①
暮らし続けたい環境が整ったいいまちである

②
みんなが夢や希望をもつ、共生社会にしてい

く必要がある。

③

外国人への理解、支援がされている状況もあ

るが、外国人に対するサービスや生活支援の

充実をさらに図っていく必要がある。

④

障がい者への理解は高まってきているが、ま

だまだ十分ではない。
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

9
バリアフリーやユニバーサルデザインの状況は５０％、もっと

低いくらいかもしれない。 

9
字幕付きCMが始まるなど、聴覚障がいが社会的に認知され

始めていると感じている。 

7
渋谷区は子育て支援が充実している。住み続けたいと思わ

せる仕組みがすばらしいので、参考にして欲しい。

7 秋葉区の里山幼稚園の取り組みが素晴らしい。

7
子供は味覚の成長に必要だから食育や子育て支援などと繋

げた活動も面白い。

7 社会として、子供を育む場所（福祉）情報が必要。

8 子供、障碍児、困窮児や障碍者への福祉が必要。

8 障碍児のサポートが弱い、無料食事があれば良い。

5 子どもの安全が第一。もっと子供たちの声を聞く必要がある。

4 子どもたちにもっと経験をつむ場をつくってあげることが必要

4
ストレス社会、子供にも影響しているのか個性がなく一律であ

る

5
教育の質の問題と働く場は十分にあるのか？でも住みやす

い。

3 自然がある

3 海と山→頭を休められる

8 山、海、川、町、全部あるまち

④

障がい者への理解は高まってきているが、ま

だまだ十分ではない。

⑤

子育てする環境整備・子どもへの福祉・教育

をもっと充実させる必要がある。

⑥
自然に囲まれたいいまちである

1
新潟市は住み続けたいまちである。海も川もあって恵まれて

いる。水の豊かさが素晴らしいまち。

3 米が旨い

1
水は命の源。お米をはじめ美味しい食べ物は水が作り出し

ている。加工技術もある。

6 食料自給率が政令指定都市の中で1番高いのが新潟。

5 新潟を満喫するには食(胃袋)に訴えかけるのがいい。

6 自然との共生を長期的な視点で考えていく。

6

循環型社会を目指す。フードロスを活用した食の循環、廃校

を利活用した子ども食堂やサードプレイスの運営、子どもや

高齢者の今日行く(教育)場所づくりもできる。

6 サスティナブルな生活を100年計画でつくっていく。

1
水の豊かさは港町につながる。水運が発達し人とモノの流れ

がある。

5
外国人に対してあたたかな印象を受ける。港町だから新しい

ものを受け入れる土壌があるのではないか。

6
グローバルな企業の拠点を新潟に。みなとまちであることを

活用したい。

8 良いところいっぱいあるがアピールが下手なまち。

2
新潟は魅力的な自然があるのだから、もっと発信した方がい

い。

5 PRが大事。溢れる情報のなかでどう特化していくか。

5

まちあるきが豊富に行われているので、情報をもっと手に入

れやすくなるといい。ガイドさんがたくさんいるのにもったいな

い。

8 まちの特色を県内外の人に知ってもらいたい。

6 発信力がないけど、そこにいるからこそ知れる良さがある。

9

アートのあるまち。文字情報だけでなくアートと一緒に情報が

提供されると良い。野内隆裕さんの小路案内版はとても良

い。

5

新潟には何もない！が住民の口癖になってしまっている。本

当にそうなのか？外から来る人は観光地だけを感じたいので

はない。

⑦
おいしい食材や加工技術があり、食糧自給率

も高い。

⑧
循環型社会の実現に向け、自然との共存を長

期的な視点で考えていく必要がある。

⑨
新潟市は港町としての良さが今も息づいてい

る。この良さをもっと活かしていきたい。

⑥
自然に囲まれたいいまちである
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

5 PRが大事。溢れる情報のなかでどう特化していくか。

5

まちあるきが豊富に行われているので、情報をもっと手に入

れやすくなるといい。ガイドさんがたくさんいるのにもったいな

い。

8 まちの特色を県内外の人に知ってもらいたい。

6 発信力がないけど、そこにいるからこそ知れる良さがある。

9

アートのあるまち。文字情報だけでなくアートと一緒に情報が

提供されると良い。野内隆裕さんの小路案内版はとても良

い。

5

新潟には何もない！が住民の口癖になってしまっている。本

当にそうなのか？外から来る人は観光地だけを感じたいので

はない。

5 自然(海や川)を楽しめる施設がない。生かし切れていない。

8 何でもあるが田舎の特色を分かっていないまち

5
有名観光地(京都など)ほどのスポットはないけど、新潟にはい

いところがたくさん眠っている。

5
素材を使えていない。天気の悪さをプラスに変えていこう。冬

の日本海、荒波は美しい。

3 新潟らしさを残した改革

2 ８区の違いは新潟市の面白さにもなっている。

6 仕事で区役所を回るが、色んな地域の魅力がある。

2

三越、大和がなくなり、古町は人がいなくなってしまった。昔

はよかったというだけでなく、将来に向けて何か考えないとい

けない。

3 古町をもっと活用、新潟らしく、古いものに新しさ

2

古町の駐車場を無料にする、万代から古町のバス料金を無

料にするなどバスを利用しやすくしたらもっと人で賑わうので

はないか。

⑩
新潟市には隠れた魅力がたくさんあるが、そ

れを生かせていない、情報発信が足りない。

7

新潟は自然のものがたくさんあるので、資源を活用したビジネ

スがしやすいまちだと思う。農福食の連携（食育）に繋げられ

ると思う。

5 地元住民だが、意外と知らないこともある。勉強不足。

7
新潟市のLINE を活用しているが、使いづらいので、もっと使

いやすいLINE にして欲しい。

4 効率性が重視され、昔の良さがなくなっている。

5 新潟の人たちは独自の魅力が当たり前なものになっている。

2

若者の満足度を上げるまちづくりとして、例えばバイト料を３

倍にしてはどうか。→報酬を支払う企業が果たして持つか。住

み続けるという観点からすると表面的な対策は取れないだろ

う。

8 希望を与えられる、もてるまちになって欲しい

3
みんな、若者にとって夢・希望がもてる町、多様性を受け入

れられるまちになれば暮らし続けたいまちになる。

5
若い人が外に出たがる傾向がある。外から人が呼べない。魅

力がないのか？

7 フリーランスには住みづらいまち

6
やりたい事ができる。起業や仕事、ライフワーク以外の充実が

あると良い。

6
仕事をしたい人はいるのに、仕事が見つからないという矛盾

を抱えている。

6
就職先の問題がある。新潟でやりたいことができない、、、

遊びに行くところ、働きに行くところが十分にあるのか…

7
福祉とデザインを繋げて活動しているが、障害者の働きやす

い環境がもっと必要。

5
教育の質の問題と働く場は十分にあるのか？でも住みやす

い。

7 もっと農業体験ができると移住や交流人口に関係する。

7
時代は、消費するだけの生活から抜けたので、移住を考える

人は大勢いると思う。

6 外から来た人にとっては魅力的な街なのでは。

6 人生の第2ラウンドを楽しめる場所。

7

新潟は自然のものがたくさんあるので、資源を活用したビジネ

スがしやすいまちだと思う。農福食の連携（食育）に繋げられ

ると思う。

3 都会ならではの近接性。

5 若い人の活動やUターンが増えている。

⑪
若者にとって希望の持てるまちになるための

対策が必要である。

⑫

やりたい仕事がいつでもできるような環境が

整っていない。

⑬

UIJターン者の受け皿になるまちとしての可能

性がある。

⑩
新潟市には隠れた魅力がたくさんあるが、そ

れを生かせていない、情報発信が足りない。
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い環境がもっと必要。

5
教育の質の問題と働く場は十分にあるのか？でも住みやす

い。

7 もっと農業体験ができると移住や交流人口に関係する。

7
時代は、消費するだけの生活から抜けたので、移住を考える

人は大勢いると思う。

6 外から来た人にとっては魅力的な街なのでは。

6 人生の第2ラウンドを楽しめる場所。

7

新潟は自然のものがたくさんあるので、資源を活用したビジネ

スがしやすいまちだと思う。農福食の連携（食育）に繋げられ

ると思う。

3 都会ならではの近接性。

5 若い人の活動やUターンが増えている。

6
若者が外に出て知識を身につけて戻ってきてもいい。今は

場所を気にせず仕事ができる。

8 今はWEB でどこでも仕事ができるようになり、便利になった。

8 今はWEB でどこでも仕事ができるようになり、便利になった。

7
他の都市より街中IT 環境が遅れているので、WIFI 環境強化

が必要。

7
移住して感じることは、閉鎖感があるまち。地域に入りづら

い。

3 地域のつながりがほしい。

4 横のつながりのあるコミュニティがすくない。

3 近所のサポート・つながり。

⑭
以前よりは便利になったが、IT環境はまだまだ

不十分である。

⑮ 人と人とのつながり、コミュニティが少ない。

⑬

UIJターン者の受け皿になるまちとしての可能

性がある。

8
趣味などを通したコミュニティがあると、子供や仕事、仲間、

友人と地域活動ができ、住みやすいるまちになる。

3 コミュニティの場がほしい。

3 コミュニティセンターがわからない、学校町にはない。

7 人と人のネットワークが必要。

8 仲良くなれるコミュニティがあると良い。

3 高齢化社会で、こどもたちと地域のまじわりがもっと必要。

3 外国からきて一人暮らしで寂しい。

3 社会が車中心で便利だけど一人暮らしは寂しい

3
ベンチ・公園など、気軽にして集まり座って話せる場所が必

要

3 車社会なので人の交流がない、ベンチが少ない

2

学校や病院がもっと近くにあるとよい。新潟市はでかすぎる。

８区で事情が異なりすぎるため、「新潟市」という枠で考えにく

い。「周辺区」というまとまりで考えることが大事なのではない

か。

9 歩道整備がまだまだ不十分。もっと歩道を広げて欲しい。

3 街灯がなくて暗くて危険

3 もっと歩道が広ければベンチもおける

3 公園が少ない

7
他の都市より街中IT 環境が遅れているので、WIFI 環境強化

が必要。

6
車がなければ暮らしづらい。公共交通は使いにくい。新モビ

リティの必要性がある。

8 住み続けるには、交通の便が良いのは大切な要素である。

1

公共交通機関が複雑で分かりにくい。車に依存した暮らしに

なっている。免許と車のない人には不便。ホームセンターに

行きたいが、郊外にしかなく、車のない学生が行けないという

声を聞いた。カーシェアリングをしてはどうかというアイディア

も出ていた。

4
車が多すぎ、路駐がおおく、駐車場が少ない　→　公共交通

の整備やカーシェア

9

新潟市は自動車所有が前提になっていて、自動車を運転し

ない人の人権がない。運転しない人は、自分たちだけではど

うにもできない。

7
新潟駅と空港は中央区に近いのに、不便なので交通網が良

くなったら流通や人が循環すると思う。

9

西蒲区越前浜は山あり海ありで暮らしやすい。子育てしやす

い環境も整っているけれど、自動車がないと生活が難しいの

で（バスは1日に７～８本）、暮らしやすさは７０％。

⑰

新潟市は完全に車社会になっているので、新

しい仕組みの導入や、誰でも使いやすい公共

交通機関を整備をする必要がある。

⑮ 人と人とのつながり、コミュニティが少ない。

⑯ 公共空間など、まちの環境整備が必要。
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1

なっている。免許と車のない人には不便。ホームセンターに

行きたいが、郊外にしかなく、車のない学生が行けないという

声を聞いた。カーシェアリングをしてはどうかというアイディア

も出ていた。

4
車が多すぎ、路駐がおおく、駐車場が少ない　→　公共交通

の整備やカーシェア

9

新潟市は自動車所有が前提になっていて、自動車を運転し

ない人の人権がない。運転しない人は、自分たちだけではど

うにもできない。

7
新潟駅と空港は中央区に近いのに、不便なので交通網が良

くなったら流通や人が循環すると思う。

9

西蒲区越前浜は山あり海ありで暮らしやすい。子育てしやす

い環境も整っているけれど、自動車がないと生活が難しいの

で（バスは1日に７～８本）、暮らしやすさは７０％。

1

点数をつけると５０点。障がいのある人と一緒に暮らしている

という共通理解がほしい。特に公共交通機関が不便。（移動

支援の）設備はあっても壊れているなど、機能しないケース

が頻繁。例えば車椅子でバスに乗ろうとした時に、スロープを

出してもらったが、点検不足で引っ込まなくなり、バスが発車

できなくなって乗客に迷惑をかける。あらゆる面で、誰でも利

用できるように整えておく気持ちを持つ人が多くはない。

7 バスの市内アクセスが悪い。

⑰

新潟市は完全に車社会になっているので、新

しい仕組みの導入や、誰でも使いやすい公共

交通機関を整備をする必要がある。

〈 テーマ1 〉 あなたにと っ て住み続けたい、 暮ら し 続けたいと 思える まち っ てどんなまちか？

6

大きいバスがまちなかを走っているが、もっとコンパクトで細

かく色んな所をめぐることのできるバスを導入すればいいので

は。

7 市内の交通が不便。

4 新潟の人はがまん強い、遠慮がち。

1
同業の生産者が依存し合っている。困った時には農協が助

けてくれるというシステムは果たしていいのだろうか。

⑱ その他
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〈 3〉 テーマ３ ：「 2030 年を 見据え、 新潟市のまち づく り はどのよ う な方向

に向かう べき か？」

〈 テーマ3 〉  2030年を見据え、 新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向かう べきか

R3 目指す方向性 (修正2 1 ページ

No. 班 テーマに対する意見 集類した意見 集類したテーマ

1
多様性の価値を認め合う。ユニバーサルデザインを取り入れた町

へ。

2

障がい者やLGBTsなどの少数派の情報が不足している。孤独や辛

さに追い詰められるケースがあるが、自分だけではないと知ること

が救いになる。現状を可視化することが大切。福祉やジェンダーの

教育が必要。

6
福祉サービスが弱いのでどの世代も住みやすいまちを目指そう。

モデルとなるまちに。

4

共生　（・教育、アニメ、啓発、YouTube

　　　　・差別、偏見のリアル、再現

　　　　・子どもから）

6
障がいを抱えている人、病気を持っている人は住みづらい。高齢

者だけでなく、どんな人も受け入れるまちがいい。

1

交通状況、観光情報などを知らせる標識や道案内などの情報が少

ない。子どもからお年寄り、LGBTQs、みんなが容易に理解できる

新潟ならではのピクトグラムがあるといいのではないか。

4
公共交通機関のハードはよいが、路線、乗員、車いす用のバス時

刻表などのソフト面で障害者や外国人なども使いやすくなる

4 グローバリゼーションの社会を築く

8
外国の人は言葉などが壁になり、障害となるので、外国語表記など

があると良い。

4
全産業で外国人を受け入れやすくする、労働、技術がたりなけれ

ば外国人、外国から入れればよい

4
障害者、外国人等には新潟はあたたかくサービスや品質はよい

が、偏見があるのでもっと理解を深まるまちになるとよい

4
日本人と外国人、障害者と健常者、視覚障害者と晴眼者、それぞ

れの文化の違いを、互いに触れ合い、理解を深め合う

8
言葉などが壁になり、障碍者や外国人とコミュニケーションが取りづ

らく、孤立してしまう。

4 車いすは大きいから痞えて迷惑になるなどの偏見をなくす

4 障害者でもどのレストランにも行けるような差別のない社会

4
障害者、外国人等には新潟はあたたかくサービスや品質はよい

が、偏見があるのでもっと理解を深まるまちになるとよい

4
日本人と外国人、障害者と健常者、視覚障害者と晴眼者、それぞ

れの文化の違いを、互いに触れ合い、理解を深め合う

8
言葉などが壁になり、障碍者や外国人とコミュニケーションが取りづ

らく、孤立してしまう。

共生社会の推進

多文化を理解し、外国人が生

活しやすい環境を整える。

全ての人にとって住みやすい

多様性のあるまちをつくる。

①

障がいのある人への理解を深

め、暮らしやすい環境を整え

る。
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〈 テーマ3 〉  2030年を見据え、 新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向かう べきか

R3 目指す方向性 (修正2 2 ページ

7

移住してきて地域の事が分からない中の子育ては大変だから、子

育て支援に新生児セットがあると心強いし子育てしやすくなる。（渋

谷区参考）

7
子育ての役立つ支援が弱い。実際に利用する人の目線になって

いない

2 医療と教育に力を入れていくべき。

2

新潟の自然を生かした食育が大切。幼少期から自然に触れ、無農

薬の野菜を積極的に食べる。食育から新潟のことを考え始めること

ができる。都市型自然を生かす支援をしてほしい。SDGsへ繋が

る。

6
福祉サービスが弱いのでどの世代も住みやすいまちを目指そう。

モデルとなるまちに。

4 現状でも福祉が充実しているがもっと充実したい社会になるとよい

6
障がいを抱えている人、病気を持っている人は住みづらい。高齢

者だけでなく、どんな人も受け入れるまちがいい。

2 医療と教育に力を入れていくべき。

9 2030年、ゼロカーボン・脱炭素を目指す！

6 自然をもっと生かそう！

1

新潟の美味しい食べ物は豊かな自然無くしては生まれない。近年

の気候変動や異常気象などの影響で、農業のやり方も毎年変えな

くてはならず苦労している。産地間の協働なども必要だ。カーボン

ニュートラルへ向け、ICTやAI技術支援を進め、持続可能な農業

にしていくことが大切

2

新潟の自然を生かした食育が大切。幼少期から自然に触れ、無農

薬の野菜を積極的に食べる。食育から新潟のことを考え始めること

ができる。都市型自然を生かす支援をしてほしい。SDGsへ繋が

る。

1 新潟の魅力をもっとPRすべき

5 新潟はもっと外へ発信すべき。国際交流は県と市の連携がない。

6 新潟市の情報をもっとアップしよう！

6
支援がよくない、ほしいものがすぐに見つけられるHPがあるとい

い。

8 地域をPRし移住者を増やす。

9
古町や空き家を利用して新しい店を出している人がいる。こういう

情報を若者に周知していくことで若い人が集まる。

6
長岡(花火)のように、全国から人が来るようなまちを目指そう！もっ

とお金の動くまちに！

3 動物園などがある

9 新潟にはいろいろ魅力はあるが、絶対的な魅力に欠ける。

9 食べ物が美味しいというだけでは弱い。

9 新潟市の日本一を作る。

9
「踊る阿呆と見る阿呆」騒いでいる人と見守る人の両方が楽しめ

る、多様な関わり方ができる祭りにしたい。

②

子どもへの教育、子育て支援

の充実を図り、子育てしやす

いまちにする。

魅力の創出・発

信
⑤

新潟市の絶対的な魅力をつく

り、さらに魅力をもっと外部に

発信すべき

子育て支援の充

実

福祉の充実

④

脱炭素社会の実現に向け、環

境に優しく自然を生かした持

続的なまちづくりをする。

自然との共存、

脱炭素

③
福祉を充実させて、住みやす

いまちをつくる。

〈 テーマ3 〉  2030年を見据え、 新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向かう べきか

5 アートを利用するといいのでは。

5
大地の芸術祭は盛り上がっているが、水と土の芸術祭はなぜダメ

なの？

5
活動している人の後押しが足りない。観光、スポーツ、アート、酒と

食を柱にしよう。

27



29

出
さ
れ
た
意
見
の
ま
と
め

次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

〈 テーマ3 〉  2030年を見据え、 新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向かう べきか

R3 目指す方向性 (修正2 4 ページ

1
高齢者支援ばかりが手厚いようだが、高校生の通学支援や、就農

支援など、若者を支援する仕組みづくりが必要。

9

新潟を目指して学びや仕事に来る人を増やす（今の新潟市では若

い人が学べない、働けない。県外の大学へ行き就職で新潟に帰っ

てきたくても、魅力的な働き先がなく帰ってこれない）。

9 Uターンしたいと思っている若い人たちに希望を与えたい。

9

ローカルキャリアを積んでいるかっこいい大人と学生が出会う場所

を作る。→学校や教育委員会に働きかけて！教育委員会の壁を

ぶち壊せ！

9 若い人が課題を認知し、解決できるための体制を整えたい。

3 夢と希望があるまち、夢を与えるまち、かなえるまち

3 県外への人口流出を抑える

9 若者中心になりすぎないことも大事。

6
企業自体が裕福にならないと持続的に発展しない。新潟市と企業

の力を相互的に高めよう。

7 フリーランスの働く環境を良くしてほしい

7
空き店舗の活用として、起業する人に有効活用できると嬉しい。情

報拠点など。

7
現金がメインだが、インフラを強化しキャッシュレスをもっと多様化

するとよい。電子マネーの遅れ。

7
新潟でも東京の仕事をしている人が多くいるので、WIFI環境、イン

フラ整備は必須項目。

7 ビジネスで必要なインフラ整備（WIFI,コピー）

9

新潟にいながら大企業勤めや多様な仕事ができるよう、リモート

ワークの環境を整える。そうすることで新潟に留める事ができるので

は。

⑧

⑦

⑥
若い人が輝けるような支援体

制をつくる。

若者への

支援

ＩＴ環境の

充実

企業・働く人へ

の支援

ＩＴ環境を整備し、リモートビジ

ネスがしやすい、場所を選ば

ず仕事ができるまちにする。

企業に力があり、誰もが働きや

すい、起業しやすいまちにす

る。

〈 テーマ3 〉  2030年を見据え、 新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向かう べきか

3
公園利活用（Re活用）事業（水辺の会、アルビ、商工団体、若者）

として公園を活用し、管理を多様化することでにぎわいを創出する

3 公園などの公共空間を活かし、交流の場、人が集まる場を増やす

8
人と触れ合えるコミュニティが必要。それは、サードプレイスや農業

体験もそのひとつかもしれない。

2
地域コミュニティを作りたくて農園を始めた。学校開放を広げたり、

空き家を利用したり、居場所として活用できる。

6
農業を生かした体験事業があるといい。おじいちゃん×子どもたち

を企業がつなぐ。

7
防災支援や地域での防災を強化できる仕組みが必要。防災グッズ

の期限切れなど促す仕組みはあるのか。

8 田舎なのに横の繋がりがないので、もっと触れ合える地域。

8
オンラインは年代、地域を超えたコミュニティの場になる。（LINE、

ZOOM）

8 東区では、町内LINE、ZOOMグループがある。

8
人と人のつながりが必要で、言い合える環境を整備したら良くな

る。

8 伝える、話せる場があると住みやすくなる。

8
新潟の魅力を活かしながら新たな取り組みに、支援やコミュニティ

があると地域が良くなる。

8
これからもっとコミュニケーションの場が必要で、地域の知らないこ

とを知ることで繋がりができる。（人、場、現状の状況）

8 人と繋がる場づくりが必要。

8
自分達は比較的平和に暮らせているが、子供たちや若者他に支

援、お金、コミュニティの場に目を向ける必要がある。

8 今もコミュニティの場があるが、現状では足りていない。

コミュニティの強

化
⑨

人が集まる場をつくり、人と人と

がつながるコミュニティの構築

を強化する。
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〈 テーマ3 〉  2030年を見据え、 新潟市のまちづく り はどのよう な方向に向かう べきか

5
新潟は時が止まっているような感覚がある。空き家を外国人に貸し

て活気づけるのは？

5

新潟は変わっていない。まちとして進化していない。元気がなく

なっている。都会になる必要はないが、アップデートは必要。例え

ば長岡は人が優しい。

5
観光地を目指すのか？安全で住みやすいまちなのは大前提。三

条や燕は発信を繋げて動き始めている。

6 持続的なまちづくりを進めていこう。

3
公共空間、川、港を活用する（放課後のデイサービスをスポーツ公

園に）

3
雪や雨につよい施設の充実として、屋根のある公園・公共空間が

必要（寺山公園‐全天候型）

7 公園の遊具が少ない。

7
空き家を公園のようなポケットパークに変えて、歩いて楽しいまちに

したい。車社会からの切り替え。

7 謎の空き地を無くしてなにか（公園とか）有効利用してほしい。

7 空き地を有効的に使いたい。地域で管理や利用できる仕組み。

9 大人が佇める空間が欲しい

3
車のいらないまち（自動運行）を目指し、「緑」、「水辺」、「歩く」（昭

和記念公園がイメージ）を大切にするまち

3

プライベートモビリティ（自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境

性能に優れ、地域の手軽な移動の足となる1人～2人乗りの車両）

の普及を図る。

3
車のいらないまち（自動運行）を目指し、「緑」、「水辺」、「歩く」（昭

和記念公園がイメージ）を大切にするまち

4 中央区以外は歩きにくいので他の区も中央区と同等に整備される

5 魅力を伝えても交通の便が悪く行きづらい。

7
駅からのアクセスをもっと手軽な価格で使いやすいようにしてほし

い。

6 公共交通機関を発達させる。長岡は発達している！

8
交通環境は地域に差があるので、もっと移動が便利になるように見

直しすと動きやすくなる。

8
交通費は経済的な負担になるので、新しいモビリティや乗り合いバ

スがあれば安く移動できるから生活に負担が少なくなるので良い。

9
かっこいいシニアカー（時速１５～２０km)で走行できる道路空間が

あると良い。

9
自転車道、歩行者道、中速で走れる道路など、安全に通行できる

空間を整備して欲しい。

9 ドローンの活用で道の使い方が変わるのでは。

6 車が運転できなくてもOKなまちがいい。

交通環境の

向上
⑪

新潟市全体の交通環境を時

代に即して整える

持続的な

まちづくり

既存の公共空間などを有効活

用して、持続的なまちづくりを

進めていく。

⑩

R3 目指す方向性 (修正2 5 ページ

8
人と人のつながりが必要で、言い合える環境を整備したら良くな

る。

8 伝える、話せる場があると住みやすくなる。

8
新潟の魅力を活かしながら新たな取り組みに、支援やコミュニティ

があると地域が良くなる。

8
これからもっとコミュニケーションの場が必要で、地域の知らないこ

とを知ることで繋がりができる。（人、場、現状の状況）

8 人と繋がる場づくりが必要。

8
自分達は比較的平和に暮らせているが、子供たちや若者他に支

援、お金、コミュニティの場に目を向ける必要がある。

8 今もコミュニティの場があるが、現状では足りていない。

8 言えるは癒える、言う気は勇気！　リカバリーが必要。

8 コミュニケーション不足からの自殺率が増えている。

8 繋がりをつくるコミュニティが大事、子供～年配者の場づくりが必要

2

高齢者が健康に元気に過ごす秘訣は、「きょういく」「きょうよう」＝

「今日、行くところ」「今日、用がある」。今日行くところや用事がある

ということが、心身の励みになる。

コミュニティの強

化
⑨

人が集まる場をつくり、人と人と

がつながるコミュニティの構築

を強化する。
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R3 目指す方向性 (修正2 6 ページ

8
直しすと動きやすくなる。

8
交通費は経済的な負担になるので、新しいモビリティや乗り合いバ

スがあれば安く移動できるから生活に負担が少なくなるので良い。

9
かっこいいシニアカー（時速１５～２０km)で走行できる道路空間が

あると良い。

9
自転車道、歩行者道、中速で走れる道路など、安全に通行できる

空間を整備して欲しい。

9 ドローンの活用で道の使い方が変わるのでは。

6 車が運転できなくてもOKなまちがいい。
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次期総合計画策定に伴う ワークショ ップ　 報告書

4． ふり かえり シート のまと め

Q1： 全体の満 度足

Q2： Q1 でそう 思っ た理由は？

■と ても 満 し た（ 12足 名）

・ さ まざまな に出会えた。方

・ いろ いろ な 場の が参加し た。立 方

・ さ まざまな業種の と 交流できたこ と 。方

・ いろ いろ な を集めてく ださ っ たこ と に感謝し ています。人

・ 多種多様な意 を聞けたこ と 。見

・ たく さ んのご意 を 聞き まし た。見

・ たく さ んの と お話し する こ と ができ るプロ グラ ムで方 、 新潟の課題や魅力

を たく さ ん知れたから 。

　（ 正直、 も っ と く お話し し たかっ たです！話し きれません（ 笑）⾧ 。）

・ グループを替えて多く の 々と 話ができ た。方

・ 分の意 を う 場があっ たこ と 。自 見 言

・ 話がまと めら れた。

・ 知識が増えた。

・ 外国 にも 理解し やすかっ た。人

・ 進 がスムーズ。行

・ 進 が行 g d ら なく てよかっ た。（ 注： 原 のまま）文

・ メ ンバーのレ ベルの さ 。高

■満 し た（ 17足 名）

・ いろ いろ な 場の 、 特に若い の声を聞く こ と ができ た。立 人 人

・ 多様な に話を聞けて良かっ た。人

・ いろ んな の意 を 聞けたから 。人 見

・ いろ いろ な の意 を聞けて良かっ た。人 見

・ 久し ぶり にいろ いろ な たちと 関わり 、 意 を 聞けて勉強になり まし た。人 見

・ 外国から の 線で話を 聞く こ と ができ た目 。 も っ と 他の と も 話し てみたく人

なり まし た。

・ さ まざまな 場の がいて立 方 、 と ても 楽し かっ たです。 みなさ ん思っ ている

こ と があり 、 聞けてよかっ た。

・ さ まざまな 場の たちと ディ スカ ッ ショ ンでき た！立 人

・ いろ いろ な職種や年代の と 意 を 交わせてよかっ たです。方 見

・ 普段の 活では出会う こ と のない年齢生 ・ 性別・ 職業の と お話を う こ と方 行

ができ た。

・ ３ 回に分けて席替えを する こ と で、 いろ いろ な のいろ いろ な意 が聞け人 見

た。

平均値 4.24 　 ※数値未記 １ 名分は含まず。入

（ と ても 満 し た： ５足 満 し た： ４足 普通： ３ 不満だっ た： ２ と ても 不満だっ た： １

と し て算出）
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Q3： ワーク ショ ッ プへの期待（ 複数回答）

Q4： ワーク ショ ッ プでの気づき

①参加を 通じ て様々な情報を し 、 視野を広げるこ と  　 22入 手

②様々な知識や経験を持つ たちと 知り 合えるこ と 　  24人

③まちづく り に関し て 分の意 を 発信でき るこ と  　 15自 見

④地域へ関わる つのき っ かけと なるこ と  　 15一

⑤その他 　 2

　 　 ・ 化学反応があるこ と にも 期待！

　 　 ・ 分と さ まざまな と の知識と 経験の可能性自 人

・ さ まざまな 々と お話ができ て考えを聞けたこ と方 。 同じ 思いを 共有でき た

こ と 。

・ 多様な意 が出た。 いろ いろ な 場の の意 は貴重だっ た。見 立 人 見

・（ 英 より ）文 由に意 や関 ごと を共有でき たので、自 見 心 と ても いい経験になっ

た。

・（ 英 よ り ） グループメ ン バーのバッ ク グラ ウン ド の違いに関わら ず文 、 相

互理解があっ た。

・ たく さ んの と 話ができ たので。人

・ たく さ んの と 話し たかっ たのに人 、 ホスト になっ たため。 やはり フ ァ シリ

テータ ーがいるほう が話し やすかっ たよう に思う 。

・ コ ミ ュ ニティ と いう き な課題なんだと 感じ た。大

・ スタ ッ フ の が多く方 、 優し い が多く いら っ し ゃ っ たので方 、 楽し く 活動で

き まし た。

■普通（ ４ 名）

・ も う 少し いろ いろ な と 意 を交換し たかっ た。人 見

・ 問いが きすぎたから 。大

・ こ のワーク ショ ッ プの内容が果たし て総合計画に反映さ れるのか疑問なの

で、 モチベーショ ンが湧き にく い。

・ 運営スタ ッ フ が常にテーブルに張り 付いている （ 会話に っ てく るわけで入

も ない…） こ と も あり 、 スタ ッ フ の中で対応にバラ ツキがある。

■数値未記 （ １ 名）入

・ 同じ 意 が出やすい環境になり がち かな見 ？と 思いまし た。 テーブルごと に

課題が異なっ ていても 良いかも ！？と 思います。

・ 起業に る道程。至 出会いの場があれば、若者の気持ちや情報提供でき る こ と 。

・ 新潟市の魅 、 若い の熱い思い、 新潟を好き な の多さ 。力 人 人

・ 公共交通への不満。

・ 障がい者などへの環境整備。

・ 視点の違う 意 で視点の変え 、 多 から る 向。見 方 方 面 見 方
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・ 同じ まちに暮ら す 々の多様性。人

・ 分の住んでいる街を 私 が知っ ている のか自 自 身 ？愛し ているのか？ 分に自

問いかける きっ かけになっ た。

・ 昭和戦後のコ ミ ュ ニティ と 、 現在のコ ミ ュ ニティ の差が きく て痛感し た。大

・ 移住者の が多い町なんだなと 思いまし た。方

・ 新潟には 齢者高 、 障がい者、 外国 が気持ち よく 住み続ける にはまだまだ人

課題がある 。

・ 分がこ れまで感じ ていた新潟の魅 を う まく 伝えら れていないも どかし自 力

さ 、 公園やコ ミ ュ ニティ の乏し さ などは多く の が感じ ていたこ と であり 、人

主体的に取り 組むべき である。

・ 県内に く 住んで県外に出たこ と がない の意⾧ 人 見 （ マイ ナスの意 ） と見 、

県外や国が違う 々が選択し て新潟に住んでいる 意方 見 （ プラ スの意 ） が見

こ んなにも 違う こ と に驚き まし た。

・ 普段関わるこ と が難し い人 たち（ 年代・ 職種・ 国・ 障がいの方 々等） と お

話し でき 、 分の視野の狭さ に気づかさ れまし た。自

・ どう し たら まちは良く なるのか、 他 の意 は 常に参考になり まし た。人 見 非

・ まちづく り に対する多種多様な視点。

・ 新潟市の魅 。力

・ 移住者も U タ ーン者も 新潟に住み続けたいと 考えている こ と 。 同時に「 寂

し い」 と 感じ ているこ と 。

・ その の環境や 場が違う と人 立 、 ひと つの事柄に対し て感じ や意 が違う方 見

こ と がわかっ て良かっ た。

・ 新潟はみんなのまち！

・ 多 の意 は学びがあり ます。方 面 見

・ 外国の たちも 新潟に住むこ と 、 働く こ と の 切さ に気づいた。人 大

・ 意外と みんな同じ よう なこ と を考えている。

・ コ ミ ュ ニケーショ ンが少ない新潟市。

・ いろ いろ な想いを持っ た が多いこ と 。 それを える場が少ないこ と 。人 言

・ 同じ 思いを 持っ た 々が、 年代や職業に関わら ず多かっ たこ と 。方

・ ワーク ショ ッ プが楽し い！と いう こ と 。

・ 良いと こ ろ も あれば、 悪いと こ ろ も あると 気づいた。

・ 新潟の眠っ ている魅 →出し力 方

・ 内容を充実さ せるために、 課題の深掘り が必要かと 感じ まし た。

・ 三 寄れば 殊の知恵。人 文

・ 出てみたから こ そわかるこ と 、 住まなき ゃ わから ないこ と がある こ と を 気

づき まし た。

・ 年代によっ て、 その によ っ て人 、 いろ いろ な意 がある んだなぁ と見 。 こ れ

をまと める のは 変だなぁ と 。大

・ 他の業種の が感じ ている視点を 知れたこ と 。方

・ 新潟には魅 があり 、 まだ伝えき れていない。力

・ 岡市がと ても 成 し ていて⾧ ⾧ 、 新潟市は変わら ない。 むし ろ 後退し ている

こ と を知る こ と ができ まし た。

・ 新潟に住む がそれぞれの感じ る新潟を も っ と 発信し人 、 気づき 、 知り 合う

必要がまだまだある。
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・ いろいろ な考えと 新潟への愛を感じ まし た。

・（ 英 より ） 誰も が新潟の発展のための意 を共有し よう と し ていたので文 見 、

地よかっ た。心

Q5： ワーク ショ ッ プで嬉し かっ たこ と ・ 残念だっ たこ と

■嬉し かっ たこ と

・ 最後の発表で、 グループ全体で考え発表でき たこ と 。

・ 校 の参加が嬉し かっ た。高 生

・ 相 の話を聞き 、 分の考えを話し 、 交流する楽し さ 。手 自

・ 市 のみなさ まの考えが知れたこ と 。民

・ 横のつながり ができ たこ と 。

・ 分の住む町をあら ためて考える良い機会でし た。自

・ 参加者のみなさ ん、 スタ ッ フ のみなさ んが笑顔で優し く 話し てく ださ り 、

また、 校 の私でも 対等にお話し し ていただいて嬉し かっ たです。高 生

・ が活動し ている公園利活 事業での交流は、自 身 用 みなさ ん重要であると 思っ

ていてく れたこ と 。

・ 新たなつながり ができた。

・ 10 歳代〜 60 歳代、 障がい者、 外国 、 LGBT人 s など多様な が集まっ た。人

・ 特になし 。

・ 多く のこ と を聞けて、 多く の と 出会っ たこ と 。方

・ 障がいや外国 の のリ アルな声。人 方

・ 公共交通機関の必要性に対する意 が予想より 多かっ た。見

・ と のつながり ができ たこ と 。人 人

・ 参加し たから こ そ出会えた たちがいたこ と が何よ り も 嬉し い。人

・ 初めまし ての 々と ざっ く ばら んに意 交換ができ たこ と 。方 見

・ ふだん出会う こ と のでき ない多様な経験を持つ 々の話。人

・ 新潟、 市に対し て興味がある が多いこ と に気づけて良かっ たです。人

・ こ う いう 場に参加できたこ と はいい経験になり まし た。

・ こ の前のワーク ショ ッ プの にまた会えたこ と 、 知り 合いに会えたこ と 。方

・ 新潟のいいと こ ろ を知れたこ と 。

・ いろ いろ な意 が聞けたこ と が嬉し かっ た見 。 違う 意 も あり ますが見 、 みん

な新潟市をより 良く するために必要だと 思いまし た。

・ 分の抱えている住みにく さ を伝えら れたこ と 。自

・ Q2 と 同じ （ さ まざ まな 場の がいて立 方 、 と ても 楽し かっ たです。 みなさ

ん思っ ているこ と があり 、 聞けてよかっ た。）

・ たく さ ん意 が聞けたこ と 。見

・ いろ んな部分で 分が知ら ないこ と がまだ多いと いう こ と に自 、 あら ためて

気づく こ と ができ た。

・ いろ いろ な に会えたこ と 。人

・（ 英 より ） 多様な たちに出会えた。文 人

■残念だっ たこ と

・ 時がも う 少し 欲し かっ た。
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・ 時間が り なかっ たです足 。 テーマが つ つ重く き いので一 一 大 、 設問を 少な

く し ても 良いのではないかと 思いまし た。 も う 少し 早く 今回のワーク ショ ッ

プの資料を いただけたら 、 テーマを自 分の中で深く 考えてく る こ と ができ

たのではないかと いう 点が残念でし た。

・ 残念ではないが、 も っ と く あっ ても よかっ た。⾧

・ も う 少し 時間がある と 良かっ た。 具体的にどう すればいいと いう と こ ろ ま

で深めていき たかっ た。

・ 議論が少し 観念的に流れた。 新潟の問題点、 悪いと こ ろ 、 嫌いなと こ ろ も

掘り 下げても よかっ た。（ 産業、教育 の遅れをどう するか、面 男 不平等など）女

・ 違う 向性での意 。 テーマを つにすると 良いのでは？方 見 一

・ たく さ ん 分の主張と 意 も 話し 合いたかっ た。自 見

・ テーマに「 課題発掘」 的なも のがなかっ た。

・ も っ と 移住 線の話ができ れば良かっ た。目

・ 強いて えば、 厚着の 配がいら なかっ たこ と 。言 心

・ 発表を う まく でき ず、 他の に助けを 求めてし まっ たこ と 。方

・ テーマに沿っ ていない話についついなっ てし まう こ と 。

・ 飲み （ ペッ ト ボト ル） がほし かっ たです。水

・（ 英 より ） やスナッ ク がなかっ た。文 水

・（ 英 より ） 休憩時間がと ても 短かっ た。文

■併記

・ こ う いっ た市 の意 が市政に反映さ れて 活が改善さ れ民 見 生 れば嬉し いです

し 、 そう なら なかっ たら 残念です。 ワーク ショ ッ プは過程でし かないので、

結果を ないと なんと も えません。見 言

Q6： まちづく り や市政への関心

・ 教育 準の向上水 、 産業振興によ る 新潟の拠点化。 暮ら し やすいまち だがそ

れだけでは他の地域から をひきつけ呼び寄せる こ と ができ ない。人

・ 教育

・ 教育、 特に 育について食 、 幼保と 学校の給 の無料化と オーガニッ ク小 食 食

材の活 促進で ども たち の貧困や飢餓を なく し用 子 、 新し い 材を 育てる こ人

と で 産 を 増やし生 人 口 100 万 都市にし てほし い。人

・ 育て子 、 教育。 新潟市に住んでいる ど も たち が子 、 未来、 楽し んで新潟で

活し てほし いから 。生

・ 期的には教育！共 社会の先進へ。⾧ 生

・ 若い たちへの投資。人

・ 若い を 新潟に呼び込む人 、 引き 留める を 創り 出すこ と →当事者と し て関力

があるから 。 U心 タ ーン、 I タ ーンで新潟に来る を 増やし たいから 。人

・ 育て、子 移住、まちづく り 、防災などデザイ ン から のアプローチや面 PR など。

・（ 暮ら し 、 育て子 、 こ れから に） 関わるこ と なので、 こ れから どう なっ てい

く のか情報発信し てほし い。

・ 良いと こ ろ がたく さ んあるので、 も っ と アピールし た が良い。方
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Q7： その他、 気づいたこ と など

・ 弱者に対するまちづく り 。

・ 新潟市が弱い人 たちにどれだけ目 を 向け声を 聞いてく れるか。 現在は、 声

を聞き を向けていると 感じ ら れないから 。目

・ LGBTsの情報や 援、支 Noism・ 古町芸妓さ んなど芸術 の 援面 支 （ 補助金 の制度）

について。

・ 異 化理解。文

・ ゼロカ ーボン、 脱炭素

・ エネルギー（ カ ーボンニュ ート ラ ル）

・ ウォ ーカ ブルなまちづく り 。 移動 段、 道路空間の利活 の変化。手 用

・ にいがたユニバーサルまちあるき のと き 、いろいろ な気づき がたく さ んあっ

たから 。

・ 然、 公園などの活 。自 用

・ 々が楽し いこ と 、 楽し く 思えるこ と 。人

・ 住んでいるのでも っ と いい町、 暮ら し やすい町にし たい。

・ 福祉と 観光。

・ 農業、 福祉。

・ 今 参加する までは特に関 がなかっ た日 心 。 こ れを 機にどんどん関わっ てい

き たいと 思っ た。

・ 新潟市と し てのまち づく り の 針→どこ を 指し ている のか知り たい方 目 。 皆

で同じ 標に向かっ てまちづく り を し たい。目

・ 都市づく り や建築系の政策が多すぎないか？ 活、 国際政策にも 注 を。生 力

・ 市政に携わる たち が方 〝変えていこ う 〟と いう 勇気を 持っ て働いているの

か気になり ます。

・ 今なにを やり たく て目 標にし てやっ ている のかが伝わっ てき ていない印象

がある ので、 そこ を どう PR し ていく のか期待し ます。

・ 政策決定のプロセス。

・ ざっ く り でいいので、 何にどれく ら いのお がかかっ ている のか興味があ金

り ます。

・ ペーパーレスになっ てほし い、 なっ ているかな？と 気にし ています。

・ 地域の枠、 行 政の枠を 超えた活動がも っ と 必要になる と 思います。 よろ し

く お願いし ます。

・ 役所のスタ ッ フ が優し く なっ た。

・（ 英 より ） 主催者はこ のよう な機会でよく やっ ていると 思う 。文

・ こ う いっ た機会はも っ と あっ ても 良い。 例えば、 本 が日 「 発散」 であれば

次回は「 集約」 するなど。

・ 今回のよ う なワーク ショ ッ プを またやっ てほし い。 多く の に参加し てほ人

し いと 思っ た。

・ も っ と さ まざまな課題を 発掘し た骨 格のし っ かり し た⾧ 期計画を考えてほ

し い。

・ いろ いろ な の 場から いろ いろ な意 が聞けて良かっ た人 立 見 。 知り 合う き っ

かけ、 イ ベント 情報を得る機会が増えるこ と がまずは第 歩だと 思う 。一
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・ 新潟にはまだまだたく さ んの可能性が眠っ ている のですが、 それを 知る 機

会を も っ と 作り 出すこ と が 切だと 思いまし た。大

・ 市も 県も 他県よ り 遅れている こ と が多いので、 ど んど ん新し いこ と を やっ

ても ら いたい（ 真似事ではなく ）。

・ こ のみなさ んの意 をも と に、 素敵な新潟市になっ てほし いです。見

・ も っ と 人 材活 し て用 ほし いです。 所在地が東京だから 、 と 断り が る 政入 行

の 直し も し てほし いです。見

・ ども たち の医療や教育にかかる 費 を 社会と し て負担する こ と で子 用 、 ど子

も たち の貧困を なく し 、 障がい者も 含めた多様な が安 し て働ける 環境人 心

を つく る こ と が重要だと 思います。 まずは 育を食 的と し て目 、 幼保 の給小

の無料化と 安 安全の 材の利 を っ ても ら いたい食 心 食 用 行 。 新潟の豊かな自

然環境を活かし た 材をぜひ利 し てほし いです。食 用

・ 今回、 障がい児を 育てている 親の団体と し て参加さ せても ら い、 育ての子

し づら さ や困り 感を 伝えら れたが、 こ う いう 機会がないと 逆に市に届けら

れないと 思う と 、 も っ と も っ と いろ いろ な の声を 聞いてほし いと 思いま人

す。 福祉を 必要と し ている たち が人 住みやすく 、 安 安全な町心 になっ てこ

そ、 それを 取り 巻く 々みんなの住みやすさ が まれる のではないでし ょ方 生

う か？今 はあり がと う ございまし た。日

・ 新潟市内にイ エナプラ ンスク ールをつく っ てほし いです！

・ 参加者全員が える（ その を知れる ） よう にし てほし い。見 人

・ せっ かく いろ んな と 知り 合える のに人 、 最初に知り 合いがいる 席に く の行

は新潟県 ら し いですね。 リ ーダーも 固定化し てる気がし ます。民

・ 運営のみなさ ん、 おつかれさ までし た！新潟市政策企画部のみなさ んも オ

ブザーブでなく 、 緒にワーク し まし ょ う ！一

・ スラ イ ド 資料の 字化はすばら し く 良かっ た！文

・ 楽し かっ たです。

・ 楽し い会でし た。 今後と も よろ し く 。

・ 初めて参加し まし たが、 すごく 興味深いお話が聞けて充実し た時間を 過ご

せまし た。 あり がと う ございまし た。

・ 分にでき るこ と がわかっ てき た気がし ます。 あり がと う ございまし た。自

・ あり がと う ございまし た。
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